
名
月
は
雲
の
彼
方
や
月
見
そ
ば

瑠
璃
子

【
俳
句
コ
ー
ナ
ー
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身近な議員として もっと届け
たい声がある 声をかたちに

ＷＥＢで すわみつえ

No.２８６ ２０２３年 １０月２日

日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お

年
寄
り
も
子
ど
も
も
、
共
に
理
解
し
あ

う
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
、
鴻
巣
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
10
月
１
日
（
日
）
、

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
「
第

38
回
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
雨
が
上
が
り
、
手
作
り
品
の
バ
ザ
ー

や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー

も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
周
辺
で

秋
の
訪
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

９
月
28
日
（
木
）
18
時
～
「
ク
レ
ア

こ
う
の
す
」
で
、
埼
玉
中
部
環
境
保
全

組
合
が
初
め
て
開
催
し
た
住
民
説
明
会

は
、
組
合
管
理
者
で
あ
る
宮
﨑
吉
見
町

長
・
副
管
理
者
の
並
木
鴻
巣
市
長
が
出

席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
14
頁
の
資
料
を

組
合
事
務
局
長
が
40
分
間
説
明
し
、
そ

の
後
、
質
疑
応
答
が
１
時
間
あ
り
ま
し

た
。「

軟
弱
地
盤
の
郷
地
安
養
寺
を
建
設

地
と
す
る
こ
と
に
疑
問
」
「
建
設
費
用

の
総
額
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
に
不
安
」

「
ご
み
は
燃
や
さ
ず
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

焼
却
施
設
の
規
模
を
小
さ
く
。
環
境
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
。
」
「
前
市
長
の

利
権
が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
は
」
な

ど
、
建
設
地
の
場
所
に
質
問
が
集
中
し

ま
し
た
。
２
市
１
町
の
基
本
合
意
書
に

基
づ
き
建
設
検
討
委
員
会
で
「
建
設
可

能
な
場
所
」
と
結
論
が
出
た
と
い
う
答

弁
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
５
日

に
吉
見
町
、
10
月
８
日
は
北
本
市
で
同

様
な
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
ご
み
は
人
口
減
に
伴
い
減
少

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
に
真
剣
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
徹

底
し
た
ご
み
減
量
を
行
い
、
処
理
施
設

「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」

鴻
巣
で
上
映
さ
れ
る

鴻
巣
市
日
本
共
産

党
後
援
会
の
皆
さ
ん

が
、
中
村
哲
医
師
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
の
上
映
を
実
現

し
ま
し
た
。

す
わ
み
つ
え
通
信

で
も
ご
案
内
し
、

「
通
信
を
読
ん
で
」

と
お
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
１
０
名
を
超
え
る
方

が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
沙
漠
に
用
水
路
を
造

り
木
を
植
え
、
畑
を
耕
し
、
酪
農
を
起
こ
し

人
々
が
自
ら
生
き
て
い
く
道
筋
を
つ
く
り
、

65
万
人
の
命
を
救
っ
た
中
村
哲
医
師
は
、

「
平
和
と
は
ひ
と
び
と
が
助
け
合
い
生
き
る

こ
と
」
と
語
り
ま
し
た
。
平
和
へ
の
強
い
意

思
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨年、赤旗読者

の方に「植えてお

けば咲きますよ」

といただいた花、

我が家でも咲いて

くれました。「タマ

スダレ」と言うそう

な。可憐な白い花。

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
等

整
備
事
業

「
第
38
回
ふ
れ
あ
い
広
場
」

に
ぎ
や
か
に
開
催

住
民
説
明
会
開
催
さ
れ
る

を
最
小
限
の
規
模
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

市
民
の
声
を
生
か
し
た
ご
み
処
理
施

設
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。



１９２３年（大正12年）９月１日に関東大震災

が起こり、火災や混乱が東京や横浜を中心に広が

り、人々はパニックになりました。その時「朝鮮

人が井戸に毒薬を投げた」「朝鮮人が武器を持っ

て襲ってくる」などのデマが広がりました。後に

ウソと分かりましたが、政府と軍部は翌２日に戒

厳令を出し、関東各県に命令して在郷軍人や青年

団、消防団などによる自警団を結成しました。彼

らは猟銃や日本刀・竹やり等で武装して警戒に立

ち、「怪しい朝鮮人」と疑問を抱く人を次々と尋

問しました。興奮した自警団はあちこちで朝鮮人に暴行を加え、９月６日頃までには横浜・東京・千葉・埼

玉・群馬県などで虐殺事件がたくさん発生しました。殺された朝鮮人の数は、６０００人以上といわれてい

ます。日本人と朝鮮人は一見して区別がつかず、２００名をこえる中国人や数十名の日本人が朝鮮人と見ら

れて殺されました。

関東大震災からわずか６日後の９月６日、千葉県東葛飾郡福田村（現野田市）に住む自警団を含む１００

人以上の村人たちにより、利根川沿いで香川から訪れた薬売りの行商団１５名の内、幼児や妊婦を含む９人

が殺されました。行商団は、讃岐弁で話していたことで朝鮮人と疑われ殺害されました。これが１００年の

間、歴史の闇に葬られていた『福田村事件』です。

この事件をオウム真理教を追ったドキュメンタリー作品「Ａ」などで知られる森達也監督が、関東大震災

後のデマに恐怖をあおられた群衆の暴走を題材に描きました。１００年の時を越え、かつてない日本映画

『福田村事件』が公開中です。

福田村事件 これに目を瞑ることは、許されない

鴻
巣
革
新
懇

第
13
回
総
会
及
び

「
妖
怪
の
孫
」
上
映
の
ご
案
内

日時 ２０２３年１１月４日（土） １３：３０開場 １４：００開演 （１１５分）

会場 こうのすシネマ 多目的ホール Ａ 参加協力券 ８００円

主催：平和・民主・革新の時代を開く鴻巣の会（鴻巣革新懇）
問い合わせ先： 諏訪 ０９０－９３７６－１４8 伊藤正一 090-3599-0273

今
ま
さ
に
、満
を
持
し
て
公
開

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。




